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研究成果の概要（和文）：本研究では240例が研究参加とり、研究終了時点で分娩している141例の解析を行っ
た。産後うつ病が疑われる（EPDS≧9点）のは21例/141例（14.9%）であり、母児の愛着形成不全の可能性がある
（先行研究より、5点以上をカットオフとした）のは13例/141例（9.2%）であった。本研究は現在も追跡調査中
であり、現在ふたごのこどもたちの1歳半の発育・発達と母親のメンタル状況について解析中である。今後は3歳
での児の発育と発達、自閉症と母親のメンタル状況についても調査を予定している。
ふたごとその母親を妊娠中～3歳まで追跡し、社会的背景を含めたリスク因子を調査して、新規のエビデンスを
創出してく。

研究成果の概要（英文）：The 240 patients participated and 141 women who had deliveried at the end of
 the study. Postpartum depression was suspected (EPDS ≧ 9 points) in 21/141 patients (14.9%), and 
13/141 (9.2%) were suspected of maternal and infant attachment disorder (5 points or more was the 
cut-off from previous studies). This study is still being followed, and is currently analyzing the 
growth and development of twin children at the age of one and a half years and the mental state of 
their mothers. In the future, we plan to investigate the growth and development of children at the 
age of three, autism and the mental state of mothers.
We will follow the twins and their mothers until the age of three years during pregnancy, 
investigate risk factors, including social background, and generate new evidence.

研究分野： 周産期医学、産科、疫学研究
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、ふたごの妊娠・出産・育児が母親のメンタルヘルスに及ぼす影響だけでなく、それがこども達への
愛着形成やこどもの発育および発達へどのように影響するかを調査した研究でありる。周産期分野の研究では短
期周的な周産期予後をアウトカムとすることが多く、母子について長期的に追跡した研究は非常に少ない。さら
に母親のメンタル状況ー母子の愛着形成ーこどもの発育・発達を複合的に調査した先行研究はない。よって新知
見を見いだせる可能性がある。本研究の結果はを母子への支援に応用することで、次世代を担うこどもとその母
親の健康の向上に寄与できると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 双胎妊娠は単胎妊娠に比べて母児ともにハイリスクであり、双胎児の予後を
改善することは周産期医療における喫緊の課題である。双胎では早産や低出生
体重児出生のリスク増加などが原因となり、短期的な生命・神経学的予後が単胎
よりも悪くなることが知られているため、妊娠転帰の向上を目的として注意深
い管理が行われている。一方、成長後の認知・行動発達、自閉症スペクトラム障
害（Ａｕｔｉｓｍ Ｓｐｅｃｔｒｕｍ ｄｉｓｏｒｄｅｒ；ＡＳＤ）、母親にお
ける産後のメンタルヘルスや児への愛着形成への影響は明らかではなく、双胎
児における出生後の医療的サポートは通常の児と同様である。しかし双胎児は
出生後もハイリスクである可能性が複数の先行研究で指 摘されており、出生後
の幼児期アウトカムについて明らかにする必要がある。また、単胎では体重の小
さい児や胎児胎盤血流に異常があった児では短期的な生 命予後だけでなく、出
生後に発育、発達障害の頻度が増加することがいくつかの先行研究で示唆され
ている。双胎では双胎間輸血症候群（Ｔｗｉｎ ｔｏ Ｔｗｉｎ Ｔｒａｎｓｆ
ｕｓｉｏｎ Ｓｙｎｄｒｏｍｅ；ＴＴＴＳ）やｓｅｌｅｃｔｉｖｅＩＵＧＲなど
の血流異常や発育遅延が主体となる病的状態以外でも、単胎に比べて胎児胎盤・
臍帯血流異常や胎児発育遅延がある症例の割合は明らかに多い。これらは双胎
妊娠特有の周産期リスク因子であるが、こうしたふたごの幼児期のアウトカム
についての報告は少なく、本研究では胎児胎盤・臍帯血流異常や胎児発育遅延に
も注目することとした。 本研究では前述したアウトカムに対する双胎妊娠特有
の周産期リスク因子との関連についても検討を行い、どのような児で幼児期の
アウトカムが悪くなるのかを検討する。 
 双胎妊娠の中でも出産後に医療・福祉的サポートをより必要とする可能性の
高い症例をピックアップし、適切な医療・福祉的な介入をすることで母児の健康
増進につながり、社会に還元できる可能性がある。 
 
 
２．研究の目的 
 双胎児の幼児期の身体的発育、発達予後や母親の産後抑うつ状態、及び母児の
愛着形成について記述的に調査を行い明らかにすること、さらにはそれらのア
ウトカムに対する双胎妊娠特有の周産期リスク因子について明らかにすること
が本研究の目的である。 
  
 
３．研究の方法 
 本研究では当施設で分娩予定の双胎妊娠症例を妊娠初期に書面を用いて同意
を得たうえで症例登録し、妊娠中、周産期（分娩・産褥期）、産後３年（子ども
が３歳）まで追跡調査する前向きコホート研究である。症例数は３００例を目標
とした。 
 本研究のメインアウトカムはふたごの１歳半と３歳時の身体発育および認知
行動発達、母児の愛着形成、自閉症の発症（自閉症は３歳時のみ調査）の３つで
ある。身体発育および認知行動発達の評価は KIDS 乳幼児発達スケール、愛着形
成はＭｏｔｈｅｒ Ｉｎｆａｎｔ Ｂｏｎｄｉｎｇ Ｓｃａｌｅ（ＭＩＢＳ）日本
語版、自閉症は SRS-2 対人応答性尺度幼児版検査用紙で評価する。これらに関
連する因子として母体背景、妊娠経過、分娩転帰などの情報を収集する。 
 
４．研究成果 
 本研究は研究開始（２０２０年）当初から世界的な新型コロナウィルスの蔓延
に伴い、所属施設での症例登録が約１年間停滞した。これにともない３００例を
登録する予定であったところが、最終的に２４１例（予定の約８割）の症例登録
となった。研究終了（２０２４年３月末日）時点で、登録症例のうち１９０例が
分娩となっており、データの収集はまだ完了していないものの、現時点の母体の
集計結果としては、母体年齢（中央値）３４歳、初産婦の割合６３．１％、妊娠
37 週未満の早産率５１．８％、帝王切開率９３．６％、妊娠高血圧腎症６．４％、
妊娠糖尿病１１．３％、選択的胎児発育不全（ｓＩＵＧＲ）５．０％であった。
母体の集計結果に関しては、先行研究とおおむね一致したものであるが、帝王切
開についてはリスクを考慮した上での選択的帝王切開も含まれているため、一
般的な帝王切開率に比べ高い傾向にあると考える。 
また出生した双子の集計結果としては、低出生体重児（出生体重２５００g未満）



発症率６７．４％、ＮＩＣＵ入院率３４．０％、現時点の解析において、産後う
つ症例（エディンバ ラ産後うつ尺度≧９点）の割合は１４．９％と単胎妊娠の
報告（１０％程度）よりも多い傾向がみられた。またＭＩＢＳにおいてなんらか
の愛着形成障害（ＭＩＢＳ５点以上）があるとみられる症例の割合は９．２％で
あった。分娩が完了している症例のうち、７０例程度が１歳半のアンケート調査
が完了しており、こちらも現在集計中である。 
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